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2003 年北海道十勝沖地震（41.7797N, 144.0785E, 42km,M8.0; JMA）の強震波形はK-NET1)、KiK-net2) 

あわせて 655 観測点で記録され，発生後約５時間で全ての記録が回収された。記録された最大加速

度は約 988gal（HKD100, 広尾）である。最大加速度および最大速度の分布を第 1 図に示す。上段が

地表、下段が地中での分布である。加速度、速度ともに北海道の太平洋沿岸で大きな値が記録され

ている。強震動記録から得られた震度相当値の分布を第 2 図に示す。15 観測点で震度 6 弱以上が記

録されそのうち 2 観測点（広尾および直別）で震度 6 強を記録した。ただし直別では液状化のため

強震計の基礎が動いているために注意が必要である。 
観測された最大加速度及び最大速度と、司・翠川3) による距離減衰式の比較を第 3 図に示す（最

大速度は工学的基盤での値に相当）。観測と予測値はおおむね良くあっており，とくに最大速度で一

致度が良い。 
 震央距離 200km以内の比較的震源に近いK-NETの 13 観測点の強震記録を用いて線形波形インバ

ージョン法4) により震源インバージョン解析を行った5) 。記録された加速度波形に 0.02 から 0.2Hz
のバンドパスフィルターをかけ、積分することにより得られた速度波形からS波部分 85 秒間を切り

出し（S波到達時刻 5 秒前から 80 秒後）、データとした。海溝型地震であるため観測点分布が陸地

である北に偏っており、震源決定の精度（特に深さ方向）は必ずしも良くない。そこで解析に用い

る断層モデルの震央は気象庁一元化震源による 41.7797N, 144.0785Eを、深さおよびメカニズムはプ

レート境界の深さとF-net6) 記録によるモーメントテンソル逆解析から得られた最適解を参考に走向

角・傾斜角を 246°・20°、深さを 29kmとし、断層面は気象庁一元化震源の余震群の広がりから 140
ｋｍ x 160ｋｍとした。各小断層からの理論地震波形は、一次元速度構造モデル7) を仮定し、離散

化波数法8) と反射透過係数法9) により点震源の波形を計算し、これに小断層内部の破壊伝播の効果
10) を付加することにより求めた。第 4 図に推定されたすべり分布を、第 5 図に観測波形と合成波形

の比較を示す。波形は観測点ごとに最大値で規格化されている。解析により得られたモーメントは

Mo=3.2x10**21 Nm（Mw = 8.3）であり、（A）破壊開始点付近と（B）破壊開始点北西部の 2 ヶ所に

大きなすべりが見られる。断層の主要な部分の最大のすべり量は、（B）の 7.1mであった。低角逆断

層型の余震分布を重ねると、本震ですべりの大きかった部分と相補的である（第 4 図）。観測点の組

み合わせを変えて解析を行った場合でも、（B）の大きなすべりの分布はほとんど変化しないことか

ら襟裳岬の東側で大きくすべったことは確実であると考えられる。一方で南西端に見られる大きな

すべりは観測点の組み合わせに大きく影響される。先に述べたように観測点分布が偏っており、震

央より南の小断層のすべりは十分には拘束されていない可能性がある。この点については今後の検

討課題である。 
（青井真、本多亮、森川信之、関口春子、功刀卓、藤原広行） 
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第 1 図 地表（K-NET・KiK-net）及び地中（KiK-net）における最大加速度・最大速度分布。

Fig.1 Distributions of PGA and PGV on the surface (K-NET and KiK-net) and at the bottom of 
boreholes (KiK-net). Depths of the boreholes are 100 m or more and, at most stations, S 
wave velocities at the bottom are more than 500 m/s. PGV are estimated by integrating the 

accelerograms. 
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第 2 図 K-NET 及び KiK-net の地表加速度記録から求められた震度相当値。 
Fig.2 Distribution of seismic intensities calculated from accelerograms of K-NET
and KiK-net. 
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第 3 図 最大加速度及び最大速度の距離減衰式（司・翠 ）地表における

最大加速度。（中央）工学的基盤（Vs=600m/s） 最短距離を求

める際に仮定した断層面。 
Fig.3 Comparison between observed peak ground motion elationship. Left:

PGA at the surface. Center: PGV on the engineerin t: Assumed fault
model. 
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第 4 図 観測波形と合成波形の比較（速度波形、0.02-0.2Hz）。振幅は各観測点ごとに規格化されて

おり、各波形の右上に示した値は最大速度値（m/s）。 
Fig.4 Comparison between observed and synthesized velocity waveforms. Waveforms are normalized by

the maximum amplitude of each station. The maximum values of each component are indicated in
the right of each trace in m/s. 
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第 5 図 （上）インバージョンにより推定された断層滑り分布及び低角逆断層型の余震の分布11) を示す。

（下）断層の走向に垂直な面での余震の投影図。 
Fig.5 Top: Estimated total slip distribution and thrust type aftershocks determined by11). Bottom: The vertical

cross section along normal to the strike direction. A dotted line shows the dip angle of the fault plane. 
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